
 

昨
年
は
、
世
界
を
揺
る
が
す
大
き
な
出
来

事
が
幾
つ
も
あ
っ
た
年
で
し
た
。
そ
れ
だ
け

に
こ
の
お
正
月
は
、
今
年
こ
そ
平
安
な
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
と
、
願
わ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 

私
は
、
久
々
に
大
声
で
応
援
（
Ｔ
Ｖ
の
前

で
す
が
）
を
し
ま
し
た
。
第
90
回
全
国
高

校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
の
市
立
西
宮

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
に
で
す
。 

１
回
戦
で
優
勝
候
補

の
山
梨
学
院
と
当
た
り

ま
し
た
。
滝
川
二
高
を

破
り
兵
庫
代
表
に
な
っ

た
だ
け
で
も
ス
ゴ
イ
こ

と
な
の
に
、
前
半
よ
く
守
っ
た
だ
け
で
な
く

１
点
先
取
、
後
半
は
積
極
的
に
攻
め
、
結
果

は
３
対
２
で
勝
ち
ま
し
た
。 

 

彼
ら
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
努
力
が
奇

跡
を
生
む
！
」
。 

今
年
は
東
北
地

方
を
中
心
に
、
多
く

の
奇
跡
が
生
ま
れ

て
欲
し
い
も
の
で

す
。 

議
会
報
告 

１ 

一
般
質
問 

１ 

社
会
的
排
除
の
リ
ス
ク
が
高
い
人
の

就
労
に
つ
い
て 

(
１)

 

第
４
次
障
害
者
施
策
長
期
推
進
計
画

に
お
い
て
、
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
に
つ
い

て
の
市
の
方
針
は 

Ｑ
市
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
障
害
者
の
63
％
が

就
労
し
て
い
な
い
。
就
労
し
て
い
て
も
、
知

的
障
害
者
の
58
％
、
精
神
の
55
・
４
％
は

福
祉
的
就
労
。
年
収
も
７
割
近
く
は
百
万
円

以
下
。
市
は
積
極
的
に
雇
用
の
場
を
生
み
出

す
べ
き 

Ａ
働
く
こ
と
は
生
き
る
こ
と
。
事
業
主
の
一

つ
と
し
て
、
市
雇
用
で
の
問
題
研
究
・
開
拓

拡
充
に
取
組
む 

イ
タ
リ
ア
は
精
神
科
病
院
を
廃
止
し

て
、
精
神
障
害
者
は
社
会
的
協
同
組
合
で
就

労
、「
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
」・
支
援
組
織
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
日

常
生
活
の
支
援
を
行
な
い
、
自
立
し
て
い
ま

す
。 

箕
面
市
で
は
、
「
障
害
者
事
業
所
」
に
対

し
て
、
障
害
者
の
労
働
対
価
が
最
低
賃
金
に

な
る
よ
う
に
、
市
が
補
填
し
て
い
ま
す
。
福

祉
的
就
労
で
も
、
一
般
就
労
で
も
な
い
障
害

者
の
「
社
会
的
雇
用
」
を
独
自
で
実
施
し
、

７
千
万
円
以
上
の
福
祉
コ
ス
ト
を
削
減
し

て
い
ま
す
。 

宝
塚
で
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
」
が

始
動
し
ま
し
た
。
障
害
者
或
い
は
労
働
市
場

で
不
利
な
立
場
に
あ
る
人
々
の
雇
用
創
出

の
た
め
に
作
ら
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。 

こ
れ
ら
は
、
障
害
者
が
仕
事
を
通
じ
て
地

域
社
会
と
つ
な
が
り
、
必
要
な
生
活
費
を
稼

ぎ
、
自
己
実
現
に
も
結
び
つ
く
。
さ
ら
に
、

納
税
者
に
も
な
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
包
み

込
む
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

市
内
最
大
の
事
業
者
は
「
宝
塚
市
役
所
」

で
す
。
現
在
、
一
般
企
業
で
も
特
例
子
会
社

（
指
導
員
配
置
、
親
会
社
で
の
障
害
者
雇
用

率
の
算
定
が
可
、
助
成
金
有
り
）
を
作
り
、

全
国
３
１
８
社
は
雇
用
の
場
を
提
供
し
て

い
る
の
で
す
。 
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☆月～金 10:00～15:00
但し、不在のこともご
ざいますので、お電話
をしていただいてから
お越しください。 

☆事務所のコピー機・印
刷機（新機種入りまし
た）ご利用ください。
（有料） 

☆事務所をグループ・サ
ークル等の活動にご利
用ください。（無料） 
《使用日時は電話でお
問い合わせください。》 

☆事務所に教育・平和・
食の安全等の本があり
ます。お気軽にご覧く
ださい。 

ソーシャルファーム「ＮＰＯ法人こむの事業所」の
食事サービス事業は、配食サービスと「レストランこ
むず」での松花堂弁当。毎日 80～90食を、障害のある
人とない人が一緒になって提供している。 

 

「しょうがい」の表記について 

 国は「障害」市では「障がい」としていま
す。私も以前「障がい」を使っていました。 
しかし、当事者の方たちはこだわっておら

れないこと、そして表記にこだわることによ
り差別意識を表面的に被ってしまいかねない
と考え、社会にある差別と闘う覚悟で、私は
「障害」を使うことにしています。 



12月議会の質問風景。 
議会は聴講可能です。ぜひ御参加を。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
協力で田畑・ビオトープ・デッキもある「さ
とやま」があります。 

次
の
事
業
を
提
案
し
ま
し
た
。 

・
広
報
『
た
か
ら
づ
か
』
の
配
布 

・
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
物
管
理
と
駐
車

場
管
理 

・
学
校
給
食
食
材
の
放
射
能
測
定 

（
作
業
所
に
は
元
臨
床
検
査
技
師
や
薬

剤
師
も
居
ら
れ
る
） 

・
三
井
物
産
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
花
屋
敷
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
管
理 

そ
の
場
合
、
作
業
所
や
法

人
に
委
託
す
る
と
、
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
や
指
導
員
は
、
市
が

雇
用
す
る
必
要
は
無
く
、
ま

た
共
同
体
（
JV)

発
注
方
式

に
す
れ
ば
、
小
規
模
作
業
所

に
も
仕
事
が
回
り
ま
す
。 

 

 
(

２) 

高
齢
者
や
就
労
し
に
く
い
若
者
の

就
労
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を 

Ｑ
国
が
募
集
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
モ
デ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
兵
庫
県
は
未
実
施
。
手
を
挙
げ
て
は 

Ａ
事
業
実
態
の
調
査
や
、
関
係
者
と
協
議
し
、

導
入
の
可
能
性
を
至
急
検
討 

 

「
社
会
的
排
除
」
と
は
、
新
自
由
主
義

的
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
台
頭
で
、

人
々
の
間
に
大
き
な
経
済
的
格
差
が
生
じ

た
こ
と
に
発
し
ま
す
。
様
々
な
事
由
で
貧
困

に
陥
っ
た
人
た
ち
は
、
社
会
へ
の
参
入
や
権

利
の
行
使
ま
で
阻
止
さ
れ
る
、
そ
の
よ
う
な

状
態
を
指
し
ま
す
。 

多
領
域
に
わ
た
る
要
因
が
複
雑
に
絡
ん

で
、
生
活
上
の
困
難
に
直
面
す
る
人
が
増
加

し
て
い
ま
す
。「
無
縁
社
会
」
の
拡
大
で
す
。

こ
の
問
題
は
、
従
来
の
縦
割
り
行
政
で
は
対

応
し
き
れ
ま
せ
ん
。
対
象
や
制
度
に
合
わ
せ

て
、
問
題
を
限
定
化
し
て
捉
え
て
支
援
す
る

（
又
は
他
の
支
援
機
関
に
回
す
）
の
で
は
な

く
、
当
事
者
の
抱
え
る
問
題
の
全
体
を
構
造

的
に
把
握
し
た
上
で
、
支
援
策
を
当
事
者
の

支
援
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
（
個
別
的
・
継
続
的
・
包
括
的
）
で
調
整
・

調
達
・
開
拓
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
行

く
「
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」

が
、
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
支
援
の

実
施
に
関
し
て
は
、
融
通
の
利
か
な
い
行
政

で
な
く
、
ま
さ
に
「
新
し
い
公
共
」
の
出
番

で
す
。 

 

２ 

若
年
性
認
知
症
と
高
次
脳
機
能
障
害 

Ｑ
若
年
性
認
知
症
の
担
当
課
は
。
策
定
中
の

「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
21
」
で
の
扱
い
は 

Ａ
30
代
ま
で
は
障
害
者
施
策
で
の
サ
ー
ビ

ス
。
40
歳
以
上
は
介
護
保
険
法
優
先
だ
が
、

就
労
系
サ
ー
ビ
ス
等
は
障
害
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
く
。
故
に
横
断
的
な
連
携
が
必
要
。

「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
で
は
、
早
期
診
断
・

周
囲
の
適
切
な
対
応
が
肝
要
な
の
で
広
く

啓
発
す
る
必
要
を
認
識
し
て
い
る 

 

老
年
期
認
知
症
と
大
き
く
異
な
る
点

は
、
①
収
入
減
少
な
ど
の
経
済
面
②
疾
患
に

対
す
る
偏
見
な
ど
環
境
の
問
題
③
医
療
機

関
が
少
な
い
④
本
人
の
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ

が
大
き
い
等
で
す
。
し
か
し
、
現
在
の
支
援

活
動
は
全
て
家
族
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

担
っ
て
い
ま
す
。
せ
め
て
、
患
者
の
掘
り
起

こ
し
や
偏
見
解
消
に
つ
な
が
る
「
若
年
性
認

知
症
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
委
員
の
一
人

は
宝
塚
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
、
市
の
窓
口

や
地
域
包
括
等
、
人
目
に
付
く
と
こ
ろ
に
置

い
て
欲
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。
後
日
、
生

き
が
い
福
祉
課
に
置
い
て
い
ま
し
た
。 

 

Ｑ
制
度
の
谷
間
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
高
次

脳
機
能
障
害
。
第
３
期
障
害
福
祉
計
画
で
の

位
置
づ
け
は 

Ａ
障
害
者
自
立
支
援
法
に
代
わ
る
（
仮
）
障

害
者
総
合
福
祉
法
制
定
後
、
計
画
も
見
直
す 

Ｑ
支
援
体
制
は 

Ａ
困
難
さ
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
相
談
支
援

の
充
実
や
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
取
組
ん
で
行
き
た
い 

 

発
症
の
原
因
の
94
％
は
交
通
事
故
や

転
倒
、
脳
血
管
障
害
や
脳
腫
瘍
で
す
。
他
人

や
本
人
も
気
付
か
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。
彼
ら
は
社
会
的
な
被
害
者
で
あ
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
自
治
体
の
支
援
は
先
ず

「
相
談
窓
口
の
設
置
」
で
す
。
し
か
も
信
頼

関
係
の
構
築
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

ま
す
。
適
切
な
支
援
で
改
善
が
期
待
で
き
る

障
害
な
の
で
、
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
要
望
し

ま
し
た
。 

 ３ 

放
射
線
等
に
関
す
る
副
読
本
に
つ
い

て Ｑ
各
校
に
文
部
科
学
省
か
ら
直
送
さ
れ
た

副
読
本
の
使
用
の
可
否
は
、
誰
が
決
定
す
る

の
か 

Ａ
学
校
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
、
ど
う
活
用

す
る
か
考
え
る 

 

文
科
省
は
、
こ
の
副
読
本
を
福
島
県
の

小
３
～
高
の
全
25
万
人
分
と
、
全
国
公
私

立
小
・
中
・
高
・
市
教
委
分
（
児
童
生
徒
用

と
教
師
用
各
１
部
）
８
万
部
を
送
付
し
ま
し

た
。 し

か
し
、
幾
つ
か
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。 

＊
原
発
事
故
・
危
険
性
の
記
述
が
な
い
、
＊



俳優の山本太郎氏と街頭署名活動。 

温泉がある宝塚は、測定が難しいの
ですが、この形の線量率測定用のサ
ーベイメーター（ガイガーカウンタ
ー）は自然放射線の強さを詳細に測
定します。 
 
 
 

自
然
放
射
線
量
や
放
射
線
の
医
学
的
利
用

の
記
述
が
や
け
に
多
い
、
＊
核
の
ゴ
ミ
や
食

品
か
ら
の
内
部
被
曝
に
つ
い
て
の
記
述
が

な
い
等
で
す
。 

 

原
発
再
開
に
向
け
て
、
国
の
原
子
力
政
策

が
教
育
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
許
し
ま
せ
ん
。 

 

２ 

主
な
議
案
・
請
願
・
陳
情
の

審
議 

・
「
宝
塚
市
立
地
域
児
童
育
成
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

修
正
案
→
否
決 

賛
ユ
ニ
・
共
産
・
と
も

に …
地
域
児
童
育
成
会
の
延
長
育
成
料
を
、

現
行
の
延
長
料
金
の
時
間
単
価
と
同
じ

に
し
た
も
の
。
保
護
者
団
体
も
値
上
げ
は

や
む
を
得
な
い
と
し
て
い
た
が
、
便
乗
値

上
げ
は
許
せ
な
い 

・
「
宝
塚
市
立
地
域
児
童
育
成
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

原
案
→
可
決 

反
共
産 

…
地
域
児
童
育
成
会
の
育
成
料
を
、
阪
神

間
各
市
の
状
況
・
宝
塚
市
行
財
政
改
革
推

進
委
員
会
の
提
言
を
踏
ま
え
検
討
。
育
成

料
を
値
上
げ
。
延
長
保
育
時
間
を
30
分

延
長
し
、
延
長
育
成
料
も
変
更
。
だ
が
、

修
正
案
が
消
え
た
の
で
、
原
案
の
時
間
延

長
に
は
賛
成
す
る
た
め
、
こ
れ
も
賛
成
せ

ざ
る
を
得
な
い 

・
「
宝
塚
市
立
幼
稚
園
保
育
料
及
び
入
園
料

徴
収
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
→
全
員
一
致
可
決 

…
２
０
１
２
年
度
か
ら
幼
稚
園
全
園
で
、

教
育
時
間
の
終
了
後
及
び
長
期
休
業
日

に
保
護
者
の
希
望
に
よ
り
、
預
か
り
保
育

を
実
施
す
る 

・
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
」
→
全
員
一
致
可
決 

…
宝
塚
市
立
自
転
車
等
駐
車
場
並
び
に

宝
塚
市
立
武
田
尾
駅
前
駐
車
場
及
び
宝

塚
市
立
宝
塚
駅
前
駐
車
場
を
管
理
す
る

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
２
０
１
２

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、

４
月
１
日
か
ら
２
０
１
７
年
３
月
31
日

ま
で
指
定
管
理
者
と
し
て
、
社
団
法
人
宝

塚
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
指
定 

・
「
委
員
会
附
帯
決
議
」
→
可
決 

反
共
産 

…
次
回
は
選
定
に
公
募
方
式
採
用
を
努

め
る
こ
と 

３ 

決
算
特
別
委
員
会 

→
認
定 

反
太
誠
・
藤
本 一

般
会
計
決
算
額
は

上
記
の
通
り
。 

財
政
健
全
化
に
取

り
組
み
中
だ
が
、
県
下

29
市
で
の
比
較
順
位

で
は
経
常
収
支
比
率
は

26
位
と
悪
い
も
の
の
、

実
質
公
債
費
比
率
は
５

位
、
将
来
負
担
比
率
は

８
位
と
県
下
で
は
比
較

的
健
全 

実現！「赤ちゃん登校日」 17

組の赤ちゃんとママが 1日先生に 

17 組の親子が児童館に集まり、中学生と

交流をしました。日ごろ赤ちゃんと接するこ

とがない南ひばりガ丘の中学生たちは、生後

2ヶ月から 3歳の乳幼児と触れあって、赤ち

ゃんの成長を実感しました。中には臨月のマ

マもいて、お腹に手を当て、胎動を感じさせ

てもらいました。卒業生のママは、2ヶ月の

赤ちゃんを連れ、わざわざ電車に乗って来て

くれたんです。 

赤ちゃんにとっては刺激を、ママにとって

は教育ボランティアで社会参加する意義を、

感じてもらえたでしょうか。中学生には命の

授業だけでなく、児童館という新たな居場所

を得ることも出来ました。 

 児童館・学校・市の 

連携の賜物です。 

いよいよ、宝塚でも 
大気中の放射線量測定を始めます。 

◆ 一般会計 
収入 729.3億円 
支出 714.8億円 （8.46億円黒字計上） 
市民１人当たりの貯金 

5.5万円 （昨年より 3千円増） 
借金  35.7万円 （昨年より 7千円減） 

月
１
回
、
市
役
所
隣
の
「
末
広

中
央
公
園
」
、
阪
急
山
本
駅
北
方

向
の
「
長
尾
小
学
校
校
庭
」
、
市

北
部
の
「
西
谷
小
学
校
校
庭
」
で
、

そ
れ
ぞ
れ
地
上
５
cm
と
１
ｍ
の

定
点
観
測
し
、
計
測
結
果
は
市
HP

で
公
表
し
ま
す
。 

県
で
も
測
定
し
て
い
る
の
で
す

が
、
測
定
場
所
が
遠
い
こ
と
や
宝

塚
は
元
々
数
値
が
高
い
の
で
継
続

的
に
検
査
を
要
す
る
と
判
断
し
た

た
め
で
す
。 

測
定
に
は
、
市
民
も
立
会
い
ま

し
た
。
開
か
れ
た
市
政
と
評
価
し

た
い
で
す
。 

 
「兵庫県高等学校全日制普通科

（学年制）の新通学区域に係る基本

方針」が１月６日に発表されまし

た。市教委は検討委員会を立上げ、

実施時期と通学区域について要望

書を提出しました。 

この精力的な動きにも拘わらず、結果

2015年度入学者選抜から16学区を５学区

に再編。「その他校希望制度」と「第一

志望加算点」を見直すこととなりました。 

急激な変化は、子どもや教育現場を混乱させ、地域と

子どもの繋がりを絶つことは社会情勢に逆行しており、

財政効果以上の大きな損失となることを危惧します。 

学区が 
変わります 

市長 99.8万円 

議長 71.9万円 

議員 59.3万円 

副市長 80.4万円 

副議長 64.6万円 

特別職報酬等 
審議会答申 

 議会は２年毎の見直
しを希望していまし
た。 
３年余で出された適

正月額は、下の通りで
す。 



 

杉山鮎水 選 
 

早苗田の会 

 

第
26
回 

「
平
和
」
み
る
・
き
く
・
伝
え
る
展 

～ 

小
学
生
公
開
授
業 

～ 

紅 

と 

き 

 

声 
 

 

 

の 

 

淡 と 

地元の「エネルギー」は地域を自立させる 

ＮＰＯ法人ワーカーズコープかんさい代表 

高木 哲次 さん（平井山荘） 

 

＜会員募集中＞ 

俳句は人の心のエッセンス。月１回大

島事務所で開催される句会に参加され

ませんか。連絡をお待ちしています！ 

 

95
年
の
阪
神･

淡
路
大
震
災
の

被
災
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
、
毎
年
、
宝
塚
市
は
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

年に一度、就労支援や雇用対策を結ぶ講演会を伊丹市・川西市と

開催しています。昨年 6月から開校した「職業訓練・宝塚校（小林）」

を切欠に、自治体関係者や各地で多種多様な起業家へと広まり、大

島議員の協力で、このたび始めて宝塚の施設をお借りして講演会が

開催されました。この訓練校や昨年の大災害支援で繋がった 30社の

協賛団体に加え、市民や新しく繋がった 110人がご出席いただけま

した。 

この講演では自治体で独自のルールを定め、コミュニティービジ

ネスでの人材選び、市民債の企画と結果を我孫子市元市長・現在消

費者庁長官の福嶋氏から学び、また多摩ニュータウンでの新規事業

所の報告は、地元の企業そして市民が計画に参加し、投資する地域

ならではの社会連帯の基礎を教えてもらいました。改めて自分が暮

らす町、地域はどうなのか考えさせられる事例でした。 

この講演会後、同じ思想や志を持つ近隣の起業家 30人の交流会を

設け、先ずは宝塚で新しい仕事起こしを早期に進める計画です。地

元産・地元民のユニークな事業を起こす発想に加え、互いの顔が見

える暮らしをベースに、地域経済の循環に繋げ、大きな災害時や経

済危機を乗り越える手段として自立した地域を目差します。情報や

物が溢れる社会で、経済中心時代に生まれた原発のように、もっと

もこれから必要となるのが「住民のエネルギー」社会連帯からなる

地域づくりへと、あらためてシフトしなければなりません。 

 

宝塚でいき

いきと活動

する人を紹

介する「いき

いき彩人」。

今回は高木

さんにお願

いしました。 

この映画は東日本大震災・福島原発
事故の前に製作されました。改めて、
この映画で指摘された大惨事を勉強
したいと思います。上映終了後、質疑
応答の時間を取っています。 (浜田) 

「輪っ、和っ、わ～」 

 

お子さん連れで
も参加できます
が、周囲に御配慮
くださいね。 

■３月３日（土） 
14 時開演（13 時半開場） 

■市立東公民館２階セミナー室 
■入場料 ：800 円  
■定員：80 名 
■要申込 浜田まで 
電話  090-1915-0083 
メール hiko-1956@h.zaq.jp 

◎詳細はチラシをご覧ください 

「
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
か
ら

守
る
福
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

吉
野
裕
之
さ
ん
が
訪
ね
て
来
ら

れ
た
。
「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
保

養
」
つ
ま
り
避
難
・
疎
開
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
短
期
間

累
積
被
曝
を
避
け
る
環
境
を
提

供
す
る
活
動
を
、
拡
げ
よ
う
と

全
国
を
駆
け
回
っ
て
お
ら
れ

る
。
人
間
の
免
疫
力
に
か
け
る

の
だ
／
こ
ん
な
一
時
避
難
を

延
々
と
続
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

け
れ
ど
、
活
動
が
全
国
に
拡
が

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
異
文
化

の
交
流
で
シ
ゲ
キ
し
合
い
、
育

ち
合
っ
て
行
く
と
想
像
で
き
る

の
は
、
一
条
の
光
明
だ
。
空
家

や
共
同
住
宅
を
お
持
ち
の
方
は

ご
一
報
を
！
◇
市
長
の
肝
入
り

で
開
催
さ
れ
た
高
村
薫
講
演

会
。「
問
い
続
け
る
、
考
え
続
け

る
こ
と
が
生
き
て
い
る
こ
と
」

と
言
う
高
村
さ
ん
は
、
真
に
高

潔
な
人
格
。「
民
主
主
義
は
不
完

全
で
矛
盾
だ
ら
け
だ
が
、
他
に

個
人
の
自
由
を
保
障
す
る
も
の

が
無
い
の
で
、
守
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
明
言
す
る
／
多

数
決
と
は
、
あ
る
決
断
を
迫
ら

れ
た
時
、
ど
う
し
て
も
意
見
が

ま
と
ま
ら
な
い
の
で
と
る
手
段

で
あ
り
、
民
主
主
義
の
本
意
で

は
な
い
。
少
数
意
見
の
人
も
態

度
表
明
が
で
き
、
尊
重
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
論
を
尽
く
し

て
、
お
互
い
合
意
で
き
る
点
を

見
つ
け
る
努
力
の
末
、
歩
み
寄

り
全
体
の
意
思
と
す
る
―
こ
れ

が
民
主
主
義
で
あ
る 

映画「山のかなた」上映会 

巨大地震が原発を襲うとき 
一瞬にして全てが奪われる 

十
一
月 

（
特
選
）
大
役
を
終
え
へ
と
へ
と
の
菊
人
形 

 

峯
子 

 

◇ 

厚
物
咲
の
頭
揃
ひ
て
行
進
す 

 

綾
子 

 
◇ 

山
雀
の
お
み
く
じ
開
き
顔
ゆ
る
め 

 

恵
之
輔 

十
二
月 

（
特
選
）
極
月
や
ど
の
服
も
皆
着
飽
き
し
よ 

 

綾
子 

 

◇ 

茶
の
咲
き
て
庭
の
空
気
の
澄
み
ゆ
け
り 

峯
子 

 

◇ 

山
茶
花
に
静
か
な
日
差
し
と
ど
ま
れ
り 

朝
子 

一
月 

（
特
選
）
微
笑
め
ば
微
笑
み
返
す
晴
着
の
子 

 

峯
子 

 

◇ 

大
声
で
幼
き
孫
の
年
賀
か
な 

 

綾
子 

 

◇ 

行
く
雲
は
登
り
龍
な
り
注
連
飾 

 

峯
子 

 


